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「　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

60

65

任
意
加
入
」
に
つ
い
て

国
民
年
金
は　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

20

60

　

年
間
加
入
し
て
、
全
期
間
の
保
険
料

40を
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
と
し

て
受
け
取
る
年
金
額
が
満
額
（
7
9
2
、

1
0
0
円
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の　

年
間
の
中
に
は
厚
生
年
金
の

40

加
入
期
間
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
こ
の　
40

年
間
の
う
ち
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
が
あ
る
方
や
未
納
・
未
加
入
の
期
間

が
あ
る
方
は
満
額
に
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
は
、　

歳
に
な

60

る
と
終
了
し
ま
す
が
、
満
額
に
す
る
た

め
に　

歳
以
降　

歳
に
な
る
ま
で
の
間

60

65

で
、
あ
ら
た
め
て
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を

　

歳
に
な
る
前
に
繰
り
上
げ
て
受
給
し

65て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
も
、
同
時
に
国
民
年
金
に

は
加
入
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。国

民
年
金
の
任
意
加
入
を
ご
希
望
の

方
は
、
ま
ず
は
ご
自
身
の
年
金
加
入
期

間
を
確
認
す
る
た
め
に
、
旭
川
社
会
保

険
事
務
所
の
国
民
年
金
担
当
係
、
ま
た

は
役
場
保
健
福
祉
課
戸
籍
年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
認
の
結
果
、
加
入
さ
れ
る
場
合
は

加
入
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、
郵
送

さ
れ
る
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
案
内

書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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（
国
民
年
金
担
当
係
直
通
）

保健福祉課戸籍年金係
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ねんきん
ワンポイント

ねんきんQ＆A
Q：1年間、年金保険料を未納にすると、年金をもら　
　う時にどの位減額されますか。
A： 25年以上の納付や免除期間のある方を限定しま

すと、年額約2万円（平成18年度現在）が減額さ
れますので、少しでも未納などの期間がある方は、
納付されると満額に近づきます。また、60歳を過
ぎて24年間しか納付や免除期間がない方は、最低
あと1年、任意加入で年金保険料を納付しないと
年金が支給されませんのでご注意ください。
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の
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は
童
に
返
る

津　

田　

み　

ね

五
月
雨
に
濡
れ
て
色
冴
ゆ
る
櫻
花
そ
ぼ
降
る
中
に
香
り
漂
ふ　

橋　

見　

さ
え
子

エ
ン
ジ
ン
の
音
軽
や
か
に
若
者
は
大
き
鏡
田
青
く
染
め
ゆ
く

鈴　

木　

文　

代

新
緑
を
映
し
て
初
夏
の
金
山
湖
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友
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仏
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蒔
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口
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